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ア
オ
コ
は
海
水
を
入
れ
れ
ば
死
滅
す

る
。
開
門
し
て
調
整
池
に
海
水
を
導
入
す

べ
き
。 

し
て
い
る
。 

１
９
９
７
年
の
諫
早
湾
干
拓
潮
受
堤
防

の
締
め
切
り
と
の
因
果
関
係
を
解
明
す
る

に
は
、
水
門
を
開
放
し
て
調
査
す
る
し
か
な

い
。
開
門
す
る
と
、
有
明
海
の
潮
流
が
速
く

な
り
、
海
水
が
よ
く
海
の
潮
流
が
速
く
な

り
、
海
水
が
よ
く
混
合
す
る
海
域
が
戻
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
調
査
し
た
い
。 
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 ３

月
９
日
、
長
崎
市
に
お
い
て
日
本
ベ
ン

ト
ス
学
会
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
有
明
海
・

諫
早
湾 

日
本
初
の
大
規
模
な
環
境
復
元
の

意
義
」(
長
崎
原
爆
資
料
館
平
和
会
館
ホ
ー

ル)

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

有明海・諫早湾 日本初の大規模な環境復元の意義 

陸
域
と
海
域
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
。 

沿
岸
休
耕
地
を
再
び
干
潟
に
戻
す
こ

と
で
、
干
潟
、
生
物
の
再
生
。 

干
潟
再
生
の
技
術
だ
け
で
は
、
事
業
化

は
困
難
。
管
轄
す
る
行
政
部
局
と
地
元
住

民
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
統
合
的

沿
岸
域
管
理
。 

地
元
志
摩
市
の
理
解
と
連
携
。
地
元
企

業
と
連
携
し
た
新
た
な
干
潟
再
生
。 

時
代
の
変
化
で
必
要
性
が
薄
れ
た
干

拓
地
に
つ
い
て
、
正
し
い
選
択
を
す
る
勇

気
が
必
要
。 

諫
早
調
整
池
ア
オ
コ
汚
染
深
刻 

【
高
橋
徹
教
授(

熊
本
保
健
科
学
大
学)

】

淡
水
化
し
た
諫
早
干
拓
調
整
池
に
有
毒
ア

オ
コ
が
増
殖
し
て
い
る
。
飲
ん
だ
ら
死
に

ま
す
。 

毎
年
３
０
億
円
を
か
け
て
調
整
池
の
水

質
浄
化
対
策
を
施
し
て
い
る
が
、
潮
受
堤

防
締
め
切
り
以
降
、
一
度
も
基
準
を
達
成

し
て
い
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
年
々
調
整

池
の
水
質
は
悪
化
し
続
け
て
い
る
。 

ア
オ
コ
毒
の
特
徴
・
急
性
毒
性
：
肝
硬
変
、

ミ
オ
グ
ロ
ビ
ン
尿
症(

青
酸
カ
リ
の
５
０

～
２
０
０
倍
強
い
毒
性)

・
慢
性
毒
性 

普
段
か
ら
ア
オ
コ
に
汚
染
さ
れ
た
調
整

池
の
水
が
諫
早
湾
・
有
明
海
に
排
水
さ
れ

て
い
る
。
開
門
す
る
と
海
が
汚
染
さ
れ
る

と
言
わ
れ
る
が
、
今
、
普
段
か
ら
汚
染
さ

れ
た
水
を
排
出
し
て
い
る
。 

ア
オ
コ
の
生
物
濃
縮(

カ
キ
や
ボ
ラ
、
森

山
地
区
の
米
か
ら
も
ア
オ
コ
の
毒
素
が
検

出)

。 

よ み が え れ ！  
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よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

 

【
堤
裕
昭
教
授(

熊
本
県
立
大
学)

】
陸
域

か
ら
の
有
機
物
の
流
入
量
は
従
前
と
変

わ
ら
な
い
の
に
、
１
９
９
８
年
か
ら
、
有

明
海
全
域
で
赤
潮
が
頻
発
し
大
規
模
化

し
て
い
る
。
２
０
０
０
年
頃
か
ら
有
明
海

の
奥
部
で
は
海
底
に
ほ
と
ん
ど
酸
素
が

な
い
貧
酸
素
水
塊
が
発
生
し
、
海
底
に
暮

ら
す
タ
イ
ラ
ギ
な
ど
の
魚
介
類
が
死
滅

有
明
海
で
赤
潮
・貧
酸
素
水
塊 

諫
早
調
整
池
ア
オ
コ
汚
染
深
刻 

【
桃
下
大
・
縄
田
と
よ
か(

諫
早
湾
の
海
辺

の
生
き
も
の
研
究
会)

】
ユ
ス
リ
カ
の
大
発

生(

諫
早
湾
調
整
池
の
汚
染)

。
排
水
に
群

が
る
ボ
ラ
。
調
整
池
は
日
本
で
も
っ
と
も

水
質
が
悪
い
湖
沼
の
ひ
と
つ
。 

海
を
せ
き
と
め
る
と
水
質
は
悪
化
す

る
。 児

島
湖
で
は
５
０
年
間
６
０
０
億
円
か

け
て
水
質
浄
化
対
策
を
行
っ
て
い
る
が
、

水
質
は
全
く
改
善
し
な
い
。 

水
質
を
改
善
す
る
た
め
に
は
海
を
締
め

切
る
堤
防
を
開
放
す
る
し
か
な
い
。 

 

干
潟
再
生
で
地
域
再
生
・三
重 

【
国
分
秀
樹(

三
重
県
水
産
研
究
所)

】
英

虞
湾
の
再
生
。
真
珠
養
殖
、
ア
オ
ノ
リ
の

養
殖
。
干
拓
に
よ
る
干
潟
の
減
少
→
自
然

浄
化
能
力
を
超
え
た
汚
染
→
赤
潮
、
貧
酸

素
水
塊
の
頻
発
。 

長
崎
か
ら
世
界
へ
・自
然
共
生 

【
田
中
克
名
誉
教
授(

京
都
大
学
、N

P
O

法

人
森
は
海
の
恋
人)

】
宮
城
県
気
仙
沼
の
舞

根(

も
う
ね)

湾
。
巨
大
地
震
と
津
波
が
蘇

ら
せ
て
く
れ
た
干
潟
に
学
ぶ
未
来
創
生
。

科
学
技
術
へ
の
過
信
。
放
射
能
と
と
も
に

生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
す
べ

て
の
ツ
ケ
を
次
世
代
に
押
し
付
け
て
し
ま

っ
た
。
謙
虚
に
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
を
取

り
戻
す
。
地
震
、
津
波
に
よ
っ
て
、
三
陸

リ
ア
ス
の
奥
部
で
は
至
る
所
で
干
潟
が
よ

み
が
え
っ
た
。
よ
み
が
え
る
干
潟
と
生
き

物
た
ち
に
感
動
し
た
地
域
住
民
。
子
ど
も

達
に
「
海
と
共
に
生
き
る
」
未
来
を
託
す
。

防
潮
堤
に
頼
ら
な
い
海
と
共
に
生
き
る
未

来
開
拓
。
森
に
吸
着
し
た
放
射
性
物
質
が

川
を
通
じ
て
海
に
流
れ
て
い
る
。
森
と
海

を
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

農
業
、
漁
業
、
林
業
は
共
に
手
を
携
え

る
べ
き
仲
間
。
命
の
産
業
。
長
崎
か
ら
、

自
然
共
生
型
の
モ
デ
ル
を
世
界
へ
。 


